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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＨＳＶ色空間により規定される色
相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信号からなる変換映像信号を生成する第
１の色空間変換部と、
　前記入力映像信号から直接もしくは間接的に得られる輝度（Ｙ）信号における高域周波
数成分を分離することにより、１つ以上の高域輝度信号を生成する第１の高域分離部と、
　少なくとも前記高域輝度信号に対するゲイン制御を行うゲイン制御部と、
　前記色相信号、前記彩度信号および前記明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信
号に基づいて、前記ゲイン制御の際のゲイン制御量を算出する算出部と、
　前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、前記ゲイン制御がなされた後の高
域輝度信号とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信号または合成彩度信号ま
たはその両方を生成する合成部と、
　前記色相信号と、前記彩度信号または前記合成彩度信号と、前記明度信号または前記合
成明度信号とから構成され、かつ、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその
両方を含む映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定され
る出力映像信号を生成する第２の色空間変換部と
　を備えた映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記明度信号の高域周波数成分を分離することにより、高域明度信号を生成する第２の
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高域分離部を備え、
　前記合成部は、前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、前記高域輝度信号
および前記高域明度信号に基づいて得られた合成信号と、に基づいて合成処理を行うこと
により、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその両方を生成する
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記合成部は、前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、ともにゲイン制御
がなされた後の高域輝度信号および高域明度信号に基づいて得られた合成信号と、に基づ
いて合成処理を行うことにより、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその両
方を生成する
　請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記合成信号は、前記高域輝度信号および前記高域明度信号に基づく所定の重み付け演
算により得られたものである
　請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　前記第１の高域分離部は、
　前記輝度信号から、画像の輪郭を構成するストラクチャー成分信号と、画像の細部を構
成するテクスチャー成分信号とそれぞれを分離すると共に、
　これらのストラクチャー成分信号またはテクスチャー成分信号、またはその両方のそれ
ぞれを、前記高域輝度信号として出力する
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項６】
　前記入力映像信号が、ＹＣｂＣｒ色空間により規定される輝度（Ｙ）信号および色差（
Ｃｂ，Ｃｒ）信号からなる映像信号であり、
　前記第１の高域分離部は、
前記入力映像信号における前記輝度信号から、前記テクスチャー成分信号と前記ストラク
チャー成分信号とをそれぞれ分離すると共に、このストラクチャー成分信号を更に、スト
ラクチャー高域成分信号とストラクチャー低域成分信号とに分離し、
　前記ストラクチャー高域成分信号または前記テクスチャー成分信号、またはその両方の
それぞれを、前記高域輝度信号として出力する
　請求項５に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記第１の色空間変換部は、前記入力映像信号における前記色差信号と、前記第１の高
域分離部から出力される前記ストラクチャー低域成分信号とから構成される映像信号に対
して色空間変換を行うことにより、前記変換映像信号を生成する
　請求項６に記載の映像信号処理装置。
【請求項８】
　前記第１の色空間変換部は、ＲＧＢ色空間により規定される入力映像信号に対して色空
間変換を行うことにより、前記変換映像信号を生成するものであり、
　前記入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、前記輝度信号を生成する第３
の色空間変換部を備えた
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項９】
　前記第１の色空間変換部は、ＹＣｂＣｒ色空間により規定される輝度（Ｙ）信号および
色差（Ｃｂ，Ｃｒ）信号からなる入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、前
記変換映像信号を生成するものであり、
　前記第１の高域分離部は、前記入力映像信号における前記輝度信号を用いて、前記高域
輝度信号を生成する
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
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【請求項１０】
　入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＨＳＶ色空間により規定される色
相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信号からなる変換映像信号を生成する第
１の色空間変換部と、
　前記入力映像信号から直接もしくは間接的に得られる輝度（Ｙ）信号における高域周波
数成分を分離することにより、１つ以上の高域輝度信号を生成する第１の高域分離部と、
　少なくとも前記高域輝度信号に対するゲイン制御を行うゲイン制御部と、
　前記色相信号、前記彩度信号および前記明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信
号に基づいて、前記ゲイン制御の際のゲイン制御量を算出する算出部と、
　前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、前記ゲイン制御がなされた後の高
域輝度信号とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信号または合成彩度信号ま
たはその両方を生成する合成部と、
　前記色相信号と、前記彩度信号または前記合成彩度信号と、前記明度信号または前記合
成明度信号とから構成され、かつ、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその
両方を含む映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定され
る出力映像信号を生成する第２の色空間変換部と、
　前記出力映像信号に基づいて映像表示を行う表示部と
　を備えた表示装置。
【請求項１１】
　入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＨＳＶ色空間により規定される色
相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信号からなる変換映像信号を生成する第
１の色空間変換部と、
　前記明度信号における高域周波数成分を分離することにより、１つ以上の高域明度信号
を生成する第２の高域分離部と、
　少なくとも前記高域明度信号に対するゲイン制御を行うゲイン制御部と、
　前記色相信号、前記彩度信号および前記明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信
号に基づいて、前記ゲイン制御の際のゲイン制御量を算出する算出部と、
　前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、前記ゲイン制御がなされた後の高
域明度信号とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信号または合成彩度信号ま
たはその両方を生成する他の合成部と、
　前記色相信号と、前記彩度信号または前記合成彩度信号と、前記明度信号または前記合
成明度信号とから構成され、かつ、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその
両方を含む映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定され
る出力映像信号を生成する第２の色空間変換部と
　を備えた映像信号処理装置。
【請求項１２】
　入力映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＨＳＶ色空間により規定される色
相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信号からなる変換映像信号を生成する第
１の色空間変換部と、
　前記明度信号における高域周波数成分を分離することにより、１つ以上の高域明度信号
を生成する第２の高域分離部と、
　少なくとも前記高域明度信号に対するゲイン制御を行うゲイン制御部と、
　前記色相信号、前記彩度信号および前記明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信
号に基づいて、前記ゲイン制御の際のゲイン制御量を算出する算出部と、
　前記明度信号または前記彩度信号またはその両方と、前記ゲイン制御がなされた後の高
域明度信号とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信号または合成彩度信号ま
たはその両方を生成する合成部と、
　前記色相信号と、前記彩度信号または前記合成彩度信号と、前記明度信号または前記合
成明度信号とから構成され、かつ、前記合成明度信号または前記合成彩度信号またはその
両方を含む映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定され
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る出力映像信号を生成する第２の色空間変換部と、
　前記出力映像信号に基づいて映像表示を行う表示部と
　を備えた表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー画像の鮮鋭度を改善するための処理を行う映像信号処理装置、および
そのような映像信号処理装置を備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、テレビジョン等の表示装置において、画像の鮮鋭度を高めるための処理を行
う鮮鋭度改善回路が知られている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６１－２９５７９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の鮮鋭度改善回路では、まず、入力されたＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青
）の各色信号からなるＲＧＢ信号（ＲＧＢ色空間により規定された信号）に対し、マトリ
クス回路において色空間変換を行うことにより、ＹＣｂＣｒ信号を生成する。このＹＣｂ
Ｃｒ信号は、輝度（Ｙ），色差（Ｃｂ，Ｃｒ）の各信号から構成されたものである。次い
で、生成された輝度信号の高域周波数成分を分離して高域輝度信号を生成したのち、この
高域輝度信号に対して所定のゲイン制御を行う。そして、元の輝度信号とゲイン制御後の
高域輝度信号との合成信号（合成輝度信号）と、元のＣｂ，Ｃｒ信号とからなる映像信号
に対し、上記したマトリクス回路の逆特性に対応する色空間変換を行うことにより、出力
信号となるＲＧＢ信号を生成している。
【０００５】
　ところが、このような従来の鮮鋭度改善の手法では、入力信号であるＲＧＢ信号に基づ
く輝度信号に対して高域輝度信号を合成することにより、画像の鮮鋭度の改善処理がなさ
れていることに起因して、以下のような問題が生じていた。
【０００６】
　すなわち、まず、色空間変換後の出力信号であるＲＧＢ信号において、鮮鋭度の改善部
分（高域成分の領域）での彩度の低下が生じてしまうという問題があった。
【０００７】
　また、この色空間変換後の出力信号において、入力信号（ＲＧＢ信号）における色相ま
たは彩度の大きさに応じて、鮮鋭度の改善効果が減少してしまうという問題があった。こ
れは、従来の手法では高域輝度信号を合成しているが、マトリクス比の関係で色相や彩度
により元の輝度信号レベルは変化することから、色相や彩度が高くなるのに応じて輝度信
号のレベルが小さくなり、鮮鋭度改善効果が減少するというものである。
【０００８】
　このように従来の鮮鋭度改善手法では、出力信号における画像の鮮鋭度の改善効果が十
分とは言えなかったため、画像の鮮鋭度をより適切に改善する手法の実現が望まれていた
。
【０００９】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画像の鮮鋭度を従来と比
べてより適切に改善することが可能な映像信号処理装置および表示装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明の第１の映像信号処理装置は、入力映像信号に対して色空間変換を行うことによ
り、ＨＳＶ色空間により規定される色相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信
号からなる変換映像信号を生成する第１の色空間変換部と、上記入力映像信号から直接も
しくは間接的に得られる輝度（Ｙ）信号における高域周波数成分を分離することにより、
１つ以上の高域輝度信号を生成する第１の高域分離部と、少なくとも高域輝度信号に対す
るゲイン制御を行うゲイン制御部と、上記色相信号、上記彩度信号および上記明度信号か
らなる群から選ばれる１つ以上の信号に基づいて、上記ゲイン制御の際のゲイン制御量を
算出する算出部と、上記明度信号または上記彩度信号またはその両方と、上記ゲイン制御
がなされた後の高域輝度信号とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信号また
は合成彩度信号またはその両方を生成する合成部と、上記色相信号と、上記彩度信号また
は上記合成彩度信号と、上記明度信号または上記合成明度信号とから構成され、かつ、上
記合成明度信号または上記合成彩度信号またはその両方を含む映像信号に対して色空間変
換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定される出力映像信号を生成する第２の色空
間変換部とを備えたものである。
【００１１】
　本発明の第１の表示装置は、上記本発明の第１の映像信号処理装置と、この第１の映像
信号処理装置により生成される出力映像信号に基づいて映像表示を行う表示部とを備えた
ものである。
【００１２】
　本発明の第１の映像信号処理装置および第１の表示装置では、入力映像信号に対して色
空間変換が行われることにより、色相信号、彩度信号および明度信号からなる変換映像信
号が生成される。また、この入力映像信号から直接もしくは間接的に得られる輝度信号に
おける高域周波数成分が分離されることにより、１つ以上の高域輝度信号が生成される。
また、少なくとも高域輝度信号に対するゲイン制御が行われると共に、色相信号、彩度信
号および明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信号に基づいて、このゲイン制御の
際のゲイン制御量が算出される。次いで、明度信号または彩度信号またはその両方とゲイ
ン制御がなされた後の高域輝度信号とに基づいて合成処理が行われることにより、合成明
度信号または合成彩度信号またはその両方が生成される。そして、色相信号と、彩度信号
または合成彩度信号と、明度信号または合成明度信号とから構成され、かつ、合成明度信
号または合成彩度信号またはその両方を含む映像信号に対して色空間変換が行われること
により、出力映像信号が生成される。すなわち、入力映像信号に基づく明度信号または彩
度信号またはその両方に対してその入力映像信号に基づく高域輝度信号を合成することに
より、画像の鮮鋭度の改善処理がなされる。これにより、入力映像信号に基づく輝度信号
に対して高域輝度信号を合成することにより画像の鮮鋭度の改善処理がなされている従来
とは異なり、色空間変換後の出力映像信号において、鮮鋭度の改善部分（高域成分の領域
）での彩度の低下や、入力映像信号における色相または彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改
善効果の減少等が、回避される。
【００１３】
　本発明の第２の映像信号処理装置は、入力映像信号に対して色空間変換を行うことによ
り、ＨＳＶ色空間により規定される色相（Ｈ）信号、彩度（Ｓ）信号および明度（Ｖ）信
号からなる変換映像信号を生成する第１の色空間変換部と、上記明度信号における高域周
波数成分を分離することにより、１つ以上の高域明度信号を生成する第２の高域分離部と
、少なくとも高域明度信号に対するゲイン制御を行うゲイン制御部と、上記色相信号、上
記彩度信号および上記明度信号からなる群から選ばれる１つ以上の信号に基づいて、上記
ゲイン制御の際のゲイン制御量を算出する算出部と、上記明度信号または上記彩度信号ま
たはその両方と、上記ゲイン制御がなされた後の高域明度信号とに基づいて合成処理を行
うことにより、合成明度信号または合成彩度信号またはその両方を生成する合成部と、上
記色相信号と、上記彩度信号または上記合成彩度信号と、上記明度信号または上記合成明
度信号とから構成され、かつ、上記合成明度信号または上記合成彩度信号またはその両方
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を含む映像信号に対して色空間変換を行うことにより、ＲＧＢ色空間により規定される出
力映像信号を生成する第２の色空間変換部とを備えたものである。
　本発明の第２の表示装置は、上記本発明の第２の映像信号処理装置と、この第２の映像
信号処理装置により生成される出力映像信号に基づいて映像表示を行う表示部とを備えた
ものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の映像信号処理装置および表示装置によれば、入力映像信号に基づく明度信号ま
たは彩度信号またはその両方に対してその入力映像信号に基づくゲイン制御後の高域輝度
信号または高域明度信号を合成することにより、画像の鮮鋭度の改善処理を行うようにし
たので、色空間変換後の出力映像信号において、鮮鋭度の改善部分での彩度の低下や、入
力映像信号における色相または彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改善効果の減少等を、回避
することができる。よって、画像の鮮鋭度を従来と比べてより適切に改善することが可能
となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２】図１に示した高域分離部の詳細構成例を表すブロック図である。
【図３】図１に示したゲイン制御量算出部の詳細構成例を表すブロック図である。
【図４】図３に示した色相についての制御量算出部の動作を説明するための特性図である
。
【図５】図３に示した彩度についての制御量算出部の動作を説明するための特性図である
。
【図６】図３に示した明度についての制御量算出部の動作を説明するための特性図である
。
【図７】比較例１に係る映像信号処理装置の構成を表すブロック図である。
【図８】図７に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【図９】図７に示した映像信号処理装置の他の動作例を表すタイミング波形図である。
【図１０】図１に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【図１１】図１に示した映像信号処理装置の他の動作例を表すタイミング波形図である。
【図１２】本発明の変形例１に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図１３】図１２に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【図１４】図１２に示した映像信号処理装置の他の動作例を表すタイミング波形図である
。
【図１５】本発明の変形例２に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図１６】本発明の変形例３に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図１７】図１６に示した映像信号処理装置の動作の一例を表すタイミング波形図である
。
【図１８】図１６に示した映像信号処理装置の動作の他の例を表すタイミング波形図であ
る。
【図１９】比較例２に係る映像信号処理装置の構成を表すブロック図である。
【図２０】図１９に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【図２１】図１６に示した映像信号処理装置の動作の他の例を表すタイミング波形図であ
る。
【図２２】図１６に示した映像信号処理装置の動作の他の例を表すタイミング波形図であ
る。
【図２３】本発明の変形例４に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２４】本発明の変形例５に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２５】本発明の変形例６に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２６】図２５に示した高域分離部の動作の概要を表す特性図である。
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【図２７】図２５に示したゲイン制御部の詳細構成を表すブロック図である。
【図２８】図２５に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【図２９】本発明の変形例７に係る表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図３０】図２９に示した映像信号処理装置の動作例を表すタイミング波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
１．実施の形態（Ｖ信号とＹｈｋ（輝度の高域のゲイン制御）信号とを合成する例）
２．変形例
　　　変形例１（Ｖ信号とＶｈｋ（明度の高域のゲイン制御）信号とを合成する例）
　　　変形例２（Ｖ信号とＹｈｋ，Ｖｈｋの合成信号とを合成する例）
　　　変形例３（Ｓ信号とＹｈｋ信号とを合成する例）
　　　変形例４（Ｖ信号，Ｓ信号とＹｈｋ信号とを合成する例）
　　　変形例５（実施の形態において入力映像信号がＹＣｒＣｂ信号である場合の例）
　　　変形例６（ストラクチャー，テクスチャー成分信号を高域輝度信号とする例）
　　　変形例７（変形例６において入力映像信号がＹＣｒＣｂ信号である場合の例）
【００１７】
＜１．実施の形態＞
［表示装置１の全体構成］
　図１は、本発明の一実施の形態に係る表示装置１のブロック構成を表すものである。こ
の表示装置１は、映像信号処理部２と、表示部３とを備えている。なお、この映像信号処
理部２（および後述する映像信号処理部２Ａ～２Ｇ）が、本発明における「映像信号処理
装置」の一具体例に対応する。
【００１８】
（映像信号処理部２）
　映像信号処理部２は、色空間変換部２１，２３，２７と、高域分離部２２と、ゲイン制
御量算出部２４と、ゲイン制御部２５と、合成部２６とを有している。
【００１９】
　色空間変換部２１は、外部から入力されるＲＧＢ信号ＲＧＢinに対して色空間変換を行
うことにより、輝度信号Ｙを生成するものであり、例えばマトリクス回路により構成され
る。具体的には、このＲＧＢ信号ＲＧＢinが一般的なテレビジョン信号である場合、例え
ばＢＴ．７０９やＢＴ．６０１のような規格に準じた係数を用いて色空間変換を行う。
【００２０】
　高域分離部２２は、色空間変換部２１から出力される輝度信号Ｙの高域周波数成分（例
えば、３ＭＨｚ以上の成分）を分離することにより、高域輝度信号Ｙｈを生成するもので
ある。この高域分離部２２は、例えば１次元や２次元のハイパスフィルタ（ＨＰＦ）等に
より構成される。図２は、このうちの一例として、水平３タップのハイパスフィルタ回路
を用いたものを示している。すなわち、この場合の高域分離部２２は、２つのディレイ部
２２１Ａ，２２１Ｂと、３つのレベル制御部２２２Ａ，２２２Ｂ，２２２Ｃと、高域輝度
信号Ｙｈを出力する加算部２２３とから構成されている。
【００２１】
　色空間変換部２３は、外部から入力されるＲＧＢ信号ＲＧＢinに対して色空間変換を行
うことにより、ＨＳＶ色空間により規定される映像信号（ＨＳＶ信号）を生成するもので
ある。このＨＳＶ信号は、色相（Ｈ），彩度（Ｓ），明度（Ｖ）の３つの成分からなる色
空間により規定された信号であり、色の違いを人間の視覚に近い形で表現されている。具
体的には、ＲＧＢ色空間からＨＳＶ色空間への変換は、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色信号が、最小値
を０．０，最大値を１．０とする数値範囲を示すものであるとすると、例えば以下の（１
）～（６）式を用いて行うことができる。ここで、式中のＭＡＸは、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号の値
のうちの最大値を意味し、ＭＩＮは、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号の値のうちの最小値を意味している
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。なお、色相信号Ｈの値は、０．０～３６０．０の範囲内で変化し、角度で表現される。
３６０．０度は、０．０度と同一になる。また、彩度信号Ｓおよび明度信号Ｖの値はそれ
ぞれ、０．０～１．０の範囲内で変化する。
【００２２】
【数１】

【００２３】
　ゲイン制御量算出部２４は、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号における、色
相信号Ｈ、彩度信号Ｓおよび明度信号Ｖの各信号に基づいて、後述するゲイン制御部２５
におけるゲイン制御の際のゲイン制御量ｋを算出するものである。具体的には、以下詳述
するように、ＨＳＶ信号から色相，彩度，明度をそれぞれ検出すると共に、各成分の領域
ごとに予め設定された係数で制御してそれらを合成することにより、ゲイン制御量ｋを算
出している。すなわち、このゲイン制御量ｋを、例えば０～ｎ（任意の値）まで制御する
ことにより、後述する鮮鋭度の改善効果が変化するようになっている。
【００２４】
　このゲイン制御量算出部２４は、図３に示したように、色相検出部２４１Ｈと、彩度検
出部２４１Ｓと、明度検出部２４１Ｖと、制御量算出部２４２Ｈ，２４２Ｓ，２４２Ｖと
、合成部２４３とを有している。
【００２５】
　色相検出部２４１Ｈは、色相信号Ｈから色相情報を検出するものである。制御量算出部
２４２Ｈは、例えば図４に示したような予め設定された設定値を用いることにより、色相
についての制御量を求めるものである。具体的には、色相検出部２４１Ｈにおいて検出し
た色相に対して、予め設定した６０度ごとの色相の係数ｋＲ，ｋＹ，ｋＧ，ｋＣ，ｋＢ，
ｋＭを用いることにより、６０度ごとの色相の間を両サイドの色相係数値を直線補間し、
全色相領域の制御量を算出している。
【００２６】
　彩度検出部２４１Ｓは、彩度信号Ｓから彩度情報を検出するものである。制御量算出部
２４２Ｓは、例えば図５に示したような予め設定された設定値を用いることにより、彩度
についての制御量を求めるものである。具体的には、彩度検出部２４１Ｓにおいて検出し
た彩度に対して、予め設定した１２．５％ごとの彩度の係数ｋＳ０，ｋＳ１，ｋＳ２，ｋ
Ｓ３，ｋＳ４，ｋＳ５，ｋＳ６，ｋＳ７を用いることにより、１２．５％ごとの彩度の間
を両サイドの彩度係数値を直線補間し、全彩度領域の制御量を算出している。
【００２７】
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　明度検出部２４１Ｖは、明度信号Ｖから明度情報を検出するものである。制御量算出部
２４２Ｖは、例えば図６に示したような予め設定された設定値を用いることにより、明度
についての制御量を求めるものである。具体的には、明度検出部２４１Ｖにおいて検出し
た明度に対して、予め設定した１２．５％ごとの明度の係数ｋＶ０，ｋＶ１，ｋＶ２，ｋ
Ｖ３，ｋＶ４，ｋＶ５，ｋＶ６，ｋＶ７を用いることにより、１２．５％ごとの明度の間
を両サイドの明度係数値を直線補間し、全明度領域の制御量を算出している。
【００２８】
　合成部２４３は、制御量算出部２４２Ｈ，２４２Ｓ，２４２Ｖから算出される各制御量
を合成することにより、合成制御量に対応するゲイン制御量ｋを算出するものである。
【００２９】
　ゲイン制御部２５は、高域分離部２２から出力される高域輝度信号Ｙｈに対し、ゲイン
制御量算出部２４から出力されるゲイン制御量ｋを用いてゲイン制御を行うことにより、
ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生成するものである。具体的には、高域輝度信号Ｙ
ｈにおける高域周波数成分の量を、ゲイン制御量ｋを用いて変化させることにより、ゲイ
ン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生成するようになっている。
【００３０】
　合成部２６は、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの明度信号Ｖと、高
域分離部２２から出力される高域輝度信号Ｙｈとに基づいて合成処理を行うことにより、
合成明度信号を生成するものである。具体的には、ここでは、明度信号Ｖと、ゲイン制御
部２５から出力されるゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合成することにより、合成
明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）を生成している。
【００３１】
　色空間変換部２７は、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの色相信号Ｈ
および彩度信号Ｓと、合成部２６から出力される合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）とから構成
される映像信号（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うものである。これにより、ＲＧ
Ｂ色空間により規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成されるよう
になっている。この色空間変換部２７は、色空間変換部２３の逆特性を有するマトリクス
回路等により構成される。ここで、ＨＳＶ色空間からＲＧＢ色空間への変換は、色相信号
Ｈの値が０．０～３６０．０の範囲内で変化して角度で表現されるものであり、彩度信号
Ｓおよび明度信号Ｖの値が、０．０～１．０の範囲内で変化するものであるとすると、以
下の（７）～（１７）式を用いて行うことができる。なお、仮に彩度信号Ｓの値が０．０
である場合、最終的な色は無色もしくは灰色となる。このような特別な場合、Ｒ，Ｇ，Ｂ
の各信号の値は、単純に明度信号Ｖの値と等しくなり、この場合、色相信号Ｈの値は無意
味となる。一方、彩度信号Ｓの値が０．０ではない場合、以下の（１８）式を用いて色変
換を行うことができる。
【００３２】
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【数２】

【００３３】
【数３】

【００３４】
（表示部３）
　表示部３は、映像信号処理部２から出力される映像信号処理後の映像信号（ＲＧＢ信号
ＲＧＢout）に基づいて、映像の表示を行うものである。このような表示部３としては、
例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＰＤＰ（Plasma Display Panel）、有機Ｅ
Ｌ（Electro Luminescence）ディスプレイなどの各種のディスプレイを用いることができ
る。
【００３５】
　ここで、ＲＧＢ信号ＲＧＢinが本発明における「入力映像信号」の一具体例に対応し、
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ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが本発明における「出力映像信号」の一具体例に対応する。また、
色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号が、本発明における「変換映像信号」の一具
体例に対応する。また、色空間変換部２３が本発明における「第１の色空間変換部」の一
具体例に対応し、色空間変換部２１が本発明における「第３の色空間変換部」の一具体例
に対応し、色空間変換部２７が本発明における「第２の色空間変換部」の一具体例に対応
する。また、高域分離部２２が本発明における「第１の高域分離部」の一具体例に対応し
、ゲイン制御量算出部２４が本発明における「算出部」の一具体例に対応する。
【００３６】
［表示装置１の作用・効果］
　次に、表示装置１の作用および効果について、比較例と比較しつつ詳細に説明する。
【００３７】
（基本動作）
　この表示装置１では、映像信号処理部２において、外部から入力されたＲＧＢ信号ＲＧ
Ｂinに対し、以下説明する鮮鋭度の改善処理を行うことにより、そのような改善処理後の
ＲＧＢ信号ＲＧＢoutを生成する。そして、このＲＧＢ信号ＲＧＢoutに基づく映像表示が
、表示部３において行われる。
【００３８】
（比較例１の映像信号処理）
　図７は、比較例１に係る従来の映像信号処理部１０２のブロック構成を表すものである
。この映像信号処理部１０２は、色空間変換部１０３と、高域分離部２２と、ゲイン制御
部２５と、合成部１０６と、色空間変換部１０７とを有している。
【００３９】
　色空間変換部１０３は、外部から入力されるＲＧＢ信号ＲＧＢinに対して色空間変換を
行うことにより、ＹＣｂＣｒ信号を生成するものであり、例えばマトリクス回路により構
成されている。具体的には、このＲＧＢ信号ＲＧＢinが一般的なテレビジョン信号である
場合、以下の（１９）～（２１）式で示したように、例えばＢＴ．７０９やＢＴ．６０１
のような規格に準じた係数を用いて色空間変換を行う。なお、映像信号処理部１０２への
入力信号が、元々ＹＣｂＣｒ信号である場合、この色空間変換部１０３が設けられない場
合もある。
【００４０】
【数４】

【００４１】
　ゲイン制御部２５は、本実施の形態と同様に、高域分離部２２から出力される高域輝度
信号Ｙｈに対してゲイン制御を行うことにより、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生
成するものである。ただし、この比較例１では、ゲイン制御量ｋが、例えばユーザーによ
る操作等に応じて設定されるようになっている。
【００４２】
　合成部１０６は、色空間変換部１０３から出力される輝度信号Ｙと、ゲイン制御部から
出力されるゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合成することにより、合成輝度信号（
Ｙ＋Ｙｈｋ）を生成するものである。
【００４３】
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　色空間変換部１０７は、色空間変換部１０３から出力される色差信号Ｃｂ，Ｃｒと、合
成部１０６から出力される合成輝度信号（Ｙ＋Ｙｈｋ）とから構成される映像信号（ＹＣ
ｂＣｒ信号）に対し、色空間変換を行うものである。これにより、ＲＧＢ色空間により規
定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成されるようになっている。こ
の色空間変換部１０７は、色空間変換部１０３の逆特性を有するマトリクス回路等により
構成される。
【００４４】
　ここで、図８および図９は、映像信号処理部１０２における映像信号処理の際の各信号
のタイミング波形例を表すものである。図８は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝０
％の場合の例を、図９は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝１００％の場合の例を、
それぞれ示している。これらの図において、（Ａ）はＲ信号Ｒinを、（Ｂ）はＧ信号Ｇin
を、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は輝度信号Ｙを、（Ｅ）は色差信号Ｃｂを、（Ｆ）は
色差信号Ｃｒを、（Ｇ）は高域輝度信号Ｙｈを、（Ｈ）はゲイン制御後の高域輝度信号Ｙ
ｈｋを示している。また、（Ｉ）は合成輝度信号（Ｙ＋Ｙｈｋ）を、（Ｊ）は色差信号Ｃ
ｂ（（Ｅ）に示したものと同じ）を、（Ｋ）は色差信号Ｃｒ（（Ｆ）に示したものと同じ
）を、（Ｌ）～（Ｎ）は、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutのうち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ
信号Ｂoutを示している。なお、ここでは、高域分離部２２として、図２に示した水平３
タップのハイパスフィルタ回路を用いていると共に、ゲイン制御部２５におけるゲイン制
御量ｋ＝１としている。
【００４５】
　まず、図８に示したように、彩度Ｓ＝０％の場合、ここではＲ信号Ｒin，Ｇ信号Ｇin，
Ｂ信号Ｂinの信号レベルが同じとなっているため（同図（Ａ）～（Ｃ））、色差信号Ｃｂ
，Ｃｒはいずれも０レベルとなる（同図（Ｅ），（Ｆ））。そして、この場合、彩度Ｓ＝
０％であることから、出力されるＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいても、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号
Ｇout，Ｂ信号Ｂoutがそれぞれ、輝度合成信号（Ｙ＋Ｙｈｋ）に基づく同一信号レベルの
高域周波数成分が付与される（同図（Ｌ）～（Ｎ））。したがって、これらのＲ信号Ｒou
t，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutにおいてそれぞれ、元のＲＧＢ信号ＲＧＢinと比べて鮮鋭
度が改善されている。
【００４６】
　一方、図９に示したように、彩度Ｓ＝１００％の場合、Ｒ信号Ｒinの信号レベルが、輝
度信号Ｙおよび色差信号Ｃｂ，Ｃｒへと振り分けられる（同図（Ａ），（Ｄ）～（Ｆ））
。具体的には、例えばＢＴ．７０９のマトリクス回路の場合、Ｒ信号Ｒinの値が１．００
、Ｇ信号ＧinおよびＢ信号Ｂinの値が０．００であるときには、輝度信号Ｙの値は０．２
１２６、色差信号Ｃｂの値は－０．１１４６、色差信号Ｃｒの値は０．５０００となる。
ここで、この彩度Ｓ＝１００％の場合には、輝度合成信号（Ｙ＋Ｙｈｋ）におけるＹｈｋ
の成分は、Ｒ信号Ｒoutにも付与されると共に、Ｇ信号ＧoutおよびＢ信号Ｂoutにも付与
されている（同図（Ｉ），（Ｌ）～（Ｎ））。
【００４７】
　ここで、この比較例１では、図８，図９の結果を比較すると、彩度が高い場合（図９）
には、出力信号であるＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、鮮鋭度の改善部分（高域成分の領
域）での彩度の低下が生じてしまっている（図９（Ｌ）～（Ｎ））。
【００４８】
　また、彩度が高い場合（図９）には、マトリクス比率により輝度信号Ｙの信号レベルが
低くなるため（図９（Ｄ））、高域輝度信号Ｙｈ自体も小さくなり、鮮鋭度の改善効果が
減少してしまう（図９（Ｌ）～（Ｎ））。この彩度による輝度信号Ｙの信号レベル低下は
色相によっても変化し、例えばＢＴ．７０９の場合、以下のようになる。すなわち、輝度
信号Ｙのマトリクス比がＲ＝０．２１２６，Ｇ＝０．７１５２，Ｂ＝０．０７２２である
ため、彩度Ｓ＝０％のときを基準とした彩度Ｓ＝１００％のときの信号レベルは、赤色で
は０．２１２６，緑色では０．７１５２，青色では０．０７２２となる。以上により、入
力信号であるＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける色相や彩度が高くなるのに応じて、輝度信号Ｙ
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の信号レベルが小さくなり、鮮鋭度改善効果が減少してしまうことが分かる。
【００４９】
　このように、比較例１の手法では、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づく輝度信号Ｙに対してゲ
イン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを合成することにより、画像の鮮鋭度の改善処理がなさ
れているため、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおける画像の鮮鋭度の改善効果が不十分となって
いる。
【００５０】
（本実施の形態の映像信号処理）
　これに対して、本実施の形態の映像信号処理部２では、図１に示したように、映像信号
処理部２において、入力されたＲＧＢ信号ＲＧＢinに対し、以下のような鮮鋭度の改善処
理を行っている。すなわち、まず、色空間変換部２１，２３において、ＲＧＢ信号ＲＧＢ
inに対する色空間変換を行うことにより、輝度信号ＹおよびＨＳＶ信号をそれぞれ生成す
る。次に、高域分離部２２において、この輝度信号Ｙの高域周波数成分を分離することに
より、高域輝度信号Ｙｈを生成する。次いで、ゲイン制御部２５において、この高域輝度
信号Ｙｈに対し、ゲイン制御量算出部２４から出力されるゲイン制御量ｋを用いてゲイン
制御を行うことにより、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生成する。次に、合成部２
６において、ＨＳＶ信号のうちの明度信号Ｖとゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合
成することにより、合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）を生成する。そして、色空間変換部２７
において、ＨＳＶ信号のうちの色相信号Ｈおよび彩度信号Ｓと、合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈ
ｋ）とから構成される映像信号に対して色空間変換を行うことにより、出力映像信号であ
るＲＧＢ信号ＲＧＢoutを生成する。
【００５１】
　すなわち、入力映像信号であるＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づく明度信号Ｖに対して、その
ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを合成することにより、
画像の鮮鋭度の改善処理がなされる。これにより、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づく輝度信号
Ｙに対してゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを合成することにより画像の鮮鋭度の改善
処理がなされている上記比較例１とは異なり、前述した問題が生じないようになる。すな
わち、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、鮮鋭度の改善部分（高域成分の領域）での彩度の
低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける色相または彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改善効果
の減少等が、回避される。
【００５２】
　ここで、図１０および図１１は、映像信号処理部２における映像信号処理の際の各信号
のタイミング波形例を表すものである。図１０は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝
０％の場合の例を、図１１は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝１００％の場合の例
を、それぞれ示している。これらの図において、（Ａ）はＲ信号Ｒinを、（Ｂ）はＧ信号
Ｇinを、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は色相信号Ｈを、（Ｅ）は彩度信号Ｓを、（Ｆ）
は明度信号Ｖを示している。また、（Ｇ）は輝度信号Ｙを、（Ｈ）は高域輝度信号Ｙｈを
、（Ｉ）はゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを示している。また、（Ｊ）は色相信号Ｈ
（（Ｄ）に示したものと同じ）を、（Ｋ）は彩度信号Ｓ（（Ｅ）に示したものと同じ）を
、（Ｌ）は合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）を、（Ｍ）～（Ｏ）は、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutの
うち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutを示している。なお、ここでは、高域分
離部２２として、図２に示した水平３タップのハイパスフィルタ回路を用いていると共に
、ゲイン制御部２５におけるゲイン制御量ｋを、図１０ではｋ＝１，図１１ではｋ＝４と
している。
【００５３】
　まず、図１０に示したように、彩度Ｓ＝０％の場合、Ｒ信号Ｒin，Ｇ信号Ｇin，Ｂ信号
Ｂinの信号レベルが同じとなる（同図（Ａ）～（Ｃ））。このため、彩度信号Ｓの信号レ
ベルが０となり、明度信号Ｖの信号レベルはｍａｘ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）（Ｒ信号Ｒin，Ｇ信号
Ｇin，Ｂ信号Ｂinのうちの最大値）となり、色相信号Ｈは、彩度Ｓ＝０％であることから
固定値の０レベルとなる（同図（Ｄ）～（Ｆ））。そして、この場合、彩度Ｓ＝０％であ
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ることから、出力されるＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいても、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，
Ｂ信号Ｂoutがそれぞれ、明度合成信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）に基づく同一信号レベルの高域周
波数成分が付与される（同図（Ｍ）～（Ｏ））。したがって、これらのＲ信号Ｒout，Ｇ
信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutにおいてそれぞれ、上記比較例１と同様に、元のＲＧＢ信号ＲＧ
Ｂinと比べて鮮鋭度が改善されている。
【００５４】
　一方、図１１に示したように、彩度Ｓ＝１００％の場合、ここでは色相Ｈ＝０度（赤色
）であることから、彩度信号Ｓの信号レベルが０となり、明度信号Ｖの信号レベルはｍａ
ｘ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）となり、色相信号Ｈは固定値の０レベルとなる（同図（Ｄ）～（Ｆ））
。また、本実施の形態では、上記したように、色相信号Ｈおよび彩度信号Ｓを変化させず
に、明度信号Ｖに対してゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを合成しているため、Ｒ信号
Ｒoutにのみ、明度合成信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）のＹｈｋの成分が付与されている（同図（Ｍ
））。したがって、上記したように、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、鮮鋭度の改善部分
（高域成分の領域）での彩度の低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける色相または彩度の大
きさに応じた鮮鋭度の改善効果の減少等が、回避されていることが分かる（同図（Ｍ）～
（Ｏ））。
【００５５】
　以上のように本実施の形態では、映像信号処理部２において、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基
づく明度信号Ｖに対し、そのＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域輝度信号Ｙ
ｈｋを合成することにより、画像の鮮鋭度の改善処理を行うようにしたので、上記比較例
１における問題が生じないようになる。すなわち、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、鮮鋭
度の改善部分（高域成分の領域）での彩度の低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける色相ま
たは彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改善効果の減少等を回避することができる。よって、
画像の鮮鋭度を従来と比べてより適切に改善することが可能となる。
【００５６】
　また、高域輝度信号Ｙｈに対するゲイン制御を行うゲイン制御部２５を設けると共に、
合成部２６において、明度信号Ｖとゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合成すること
により合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）を生成するようにしたので、任意の色相，彩度，明度
の領域において、任意の量の先鋭度改善処理を行うことが可能となる。
【００５７】
　更に、色相信号Ｈ、彩度信号Ｓおよび明度信号Ｖに基づいて、ゲイン制御の際のゲイン
制御量ｋを算出するゲイン制御量算出部２４を設けるようにしたので、ＲＧＢ信号ＲＧＢ
inに基づく色相信号Ｈ、彩度信号Ｓおよび明度信号Ｖを用いて、所望のゲイン調整を行う
ことが可能となる。
【００５８】
＜２．変形例＞
　以下、本発明の変形例をいくつか挙げて説明する。なお、上記実施の形態における構成
要素と同一のものには同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００５９】
（変形例１）
　図１２は、変形例１に係る表示装置１Ａのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ａは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ａを設けるようにしたものである。すなわち、鮮鋭度を高めるための高域周波数
成分を、上記実施の形態のような輝度信号Ｙからではなく、明度信号Ｖから生成するよう
になっており、明度信号Ｖと、後述するゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋとを合成する
場合に対応している。
【００６０】
　映像信号処理部２Ａは、色空間変換部２３，２７Ａと、高域分離部２２Ａと、ゲイン制
御量算出部２４と、ゲイン制御部２５Ａと、合成部２６Ａとを有している。すなわち、映
像信号処理部２において、色空間変換部２１を設けないようにし、高域分離部２２、ゲイ



(15) JP 5370761 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

ン制御部２５、合成部２６および色空間変換部２７の代わりに、高域分離部２２Ａ、ゲイ
ン制御部２５Ａ、合成部２６Ａおよび色空間変換部２７Ａを設けている。
【００６１】
　高域分離部２２Ａは、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの明度信号Ｖ
の高域周波数成分を分離することにより、高域明度信号Ｖｈを生成するものである。この
高域分離部２２Ａも、高域分離部２２と同様に、１次元や２次元のハイパスフィルタ等に
より構成されている。なお、この高域分離部２２Ａが、本発明における「第２の高域分離
部」の一具体例に対応する。
【００６２】
　ゲイン制御部２５Ａは、高域分離部２２Ａから出力される高域明度信号Ｖｈに対し、ゲ
イン制御量算出部２４から出力されるゲイン制御量ｋを用いてゲイン制御を行うことによ
り、ゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋを生成するものである。具体的には、高域明度信
号Ｖｈにおける高域周波数成分の量を、ゲイン制御量ｋを用いて変化させることにより、
ゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋを生成するようになっている。
【００６３】
　合成部２６Ａは、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの明度信号Ｖと、
高域分離部２２Ａから出力される高域明度信号Ｖｈとに基づいて合成処理を行うことによ
り、合成明度信号を生成するものである。具体的には、ここでは、明度信号Ｖと、ゲイン
制御部２５Ａから出力されるゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋとを合成することにより
、合成明度信号（Ｖ＋Ｖｈｋ）を生成している。
【００６４】
　色空間変換部２７Ａは、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの色相信号
Ｈおよび彩度信号Ｓと、合成部２６Ａから出力される合成明度信号（Ｖ＋Ｖｈｋ）とから
構成される映像信号（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うものである。これにより、
ＲＧＢ色空間により規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成される
ようになっている。この色空間変換部２７Ａは、色空間変換部２３の逆特性を有するマト
リクス回路等により構成される。なお、この色空間変換部２７Ａは、本発明における「第
２の色空間変換部」の一具体例に対応する。
【００６５】
　本変形例の映像信号処理部２Ａでは、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づく明度信号Ｖに対して
、そのＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋを合成することに
より、画像の鮮鋭度の改善処理がなされる。これにより、上記実施の形態と同様の作用に
より、上記比較例１における問題が生じないようになる。すなわち、ＲＧＢ信号ＲＧＢou
tにおいて、鮮鋭度の改善部分（高域成分の領域）での彩度の低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢi
nにおける色相または彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改善効果の減少等が、回避される。
【００６６】
　ここで、図１３および図１４は、映像信号処理部２Ａにおける映像信号処理の際の各信
号のタイミング波形例を表すものである。図１３は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ
＝０％の場合の例を、図１４は、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝１００％の場合の
例を、それぞれ示している。これらの図において、（Ａ）はＲ信号Ｒinを、（Ｂ）はＧ信
号Ｇinを、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は色相信号Ｈを、（Ｅ）は彩度信号Ｓを、（Ｆ
）は明度信号Ｖを、（Ｇ）は高域明度信号Ｖｈを、（Ｈ）はゲイン制御後の高域明度信号
Ｖｈｋを示している。また、（Ｉ）は色相信号Ｈ（（Ｄ）に示したものと同じ）を、（Ｊ
）は彩度信号Ｓ（（Ｅ）に示したものと同じ）を、（Ｋ）は合成明度信号（Ｖ＋Ｖｈｋ）
を、（Ｌ）～（Ｎ）は、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutのうち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信
号Ｂoutを示している。なお、ここでは、高域分離部２２Ａとして、図２に示した水平３
タップのハイパスフィルタ回路を用いていると共に、ゲイン制御部２５Ａにおけるゲイン
制御量ｋ＝１としている。
【００６７】
　まず、図１３に示したように、彩度Ｓ＝０％の場合、上記実施の形態と同様に、Ｒ信号
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Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutにおいてそれぞれ、元のＲＧＢ信号ＲＧＢinと比べて
鮮鋭度が改善されている（同図（Ｌ）～（Ｎ））。
【００６８】
　また、図１４に示したように、彩度Ｓ＝１００％の場合にも、上記実施の形態と同様の
結果となっている。すなわち、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、鮮鋭度の改善部分（高域
成分の領域）での彩度の低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける色相または彩度の大きさに
応じた鮮鋭度の改善効果の減少等が、回避されている（同図（Ｌ）～（Ｎ））。
【００６９】
　以上のように本変形例では、映像信号処理部２Ａにおいて、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づ
く明度信号Ｖに対し、そのＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈ
ｋを合成することにより、画像の鮮鋭度の改善処理を行うようにしたので、上記実施の形
態と同様の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を従来と
比べてより適切に改善することが可能となる。
【００７０】
（変形例２）
　図１５は、変形例２に係る表示装置１Ｂのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｂは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｂを設けるようにしたものである。すなわち、上記実施の形態の手法と上記変形
例１の手法とを組み合わせたものに対応しており、明度信号Ｖと、後述するゲイン制御後
の高域合成信号ＹＶｈｋとを合成する場合に対応している。
【００７１】
　映像信号処理部２Ｂは、色空間変換部２１，２３，２７Ｂと、高域分離部２２，２２Ａ
と、ゲイン制御量算出部２４Ｂと、ゲイン制御部２５Ｂと、合成部２６Ｂとを有している
。すなわち、変形例１で説明した映像信号処理部２Ａにおいて、上記実施の形態で説明し
た色空間変換部２１および高域分離部２２を設けている。またそれと共に、ゲイン制御量
算出部２４、ゲイン制御部２５Ａ、合成部２６Ａおよび色空間変換部２７Ａの代わりに、
ゲイン制御量算出部２４Ｂ、ゲイン制御部２５Ｂ、合成部２６Ｂおよび色空間変換部２７
Ｂを設けている。
【００７２】
　ゲイン制御量算出部２４Ｂは、色空間変換部２３から出力される色相信号Ｈ、彩度信号
Ｓおよび明度信号Ｖの各信号に基づいて、後述するゲイン制御部２５Ｂにおけるゲイン制
御の際のゲイン制御量ｋ１，ｋ２をそれぞれ算出するものである。ここで、ゲイン制御量
ｋ１は、高域輝度信号Ｙｈに対するゲイン制御量に対応し、ゲイン制御量ｋ２は、高域明
度信号Ｖｈに対するゲイン制御量に対応している。なお、このゲイン制御量算出部２４は
、本発明における「算出部」の一具体例に対応する。
【００７３】
　ゲイン制御部２５Ｂは、高域分離部２２から出力される高域輝度信号Ｙｈに対し、ゲイ
ン制御量算出部２４Ｂから出力されるゲイン制御量ｋ１を用いてゲイン制御を行うことに
より、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生成している。具体的には、高域輝度信号Ｙ
ｈにおける高域周波数成分の量を、ゲイン制御量ｋを用いて変化させることにより、ゲイ
ン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを生成するようになっている。また、このゲイン制御部２
５Ｂは、高域分離部２２Ａから出力される高域明度信号Ｖｈに対し、ゲイン制御量算出部
２４Ｂから出力されるゲイン制御量ｋ２を用いてゲイン制御を行うことにより、ゲイン制
御後の高域明度信号Ｖｈｋを生成している。具体的には、高域明度信号Ｖｈにおける高域
周波数成分の量を、ゲイン制御量ｋ２を用いて変化させることにより、ゲイン制御後の高
域明度信号Ｖｈｋを生成するようになっている。
【００７４】
　このゲイン制御部２５Ｂではまた、高域輝度信号Ｙｈと高域明度信号Ｖｈとに基づく合
成信号（高域合成信号ＹＶｈｋ）を生成するようになっている。具体的には、ここでは、
ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋ１とゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋ２とに基づい
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て、高域合成信号ＹＶｈｋを生成している。この際、この高域合成信号ＹＶｈｋにおいて
、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋ１とゲイン制御後の高域明度信号Ｖｈｋ２との間で
、所定の重み付けがなされるようになっている。すなわち、そのような重み付け係数をα
，βとすると、ＹＶｈｋ＝（α×Ｙｈｋ１＋β×Ｖｈｋ２）と表されるようになっている
。
【００７５】
　合成部２６Ｂは、色空間変換部２３から出力される明度信号Ｖと、高域輝度信号Ｙｈと
高域明度信号Ｖｈとに基づく合成信号と、に基づいて合成処理を行うことにより、合成明
度信号を生成するものである。具体的には、ここでは、明度信号Ｖと、ゲイン制御部２５
Ｂから出力される高域合成信号ＹＶｈｋとを合成することにより、合成明度信号（Ｖ＋Ｙ
Ｖｈｋ）を生成している。
【００７６】
　色空間変換部２７Ｂは、色空間変換部２３から出力される色相信号Ｈおよび彩度信号Ｓ
と、合成部２６Ｂから出力される合成明度信号（Ｖ＋ＹＶｈｋ）とから構成される映像信
号（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うものである。これにより、ＲＧＢ色空間によ
り規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成されるようになっている
。この色空間変換部２７Ｂは、色空間変換部２３の逆特性を有するマトリクス回路等によ
り構成される。なお、この色空間変換部２７Ｂは、本発明における「第２の色空間変換部
」の一具体例に対応する。
【００７７】
　このような構成により本変形例においても、上記実施の形態および上記変形例１と同様
の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を従来と比べてよ
り適切に改善することが可能となる。
【００７８】
　また、明度信号Ｖと、ゲイン制御部２５Ｂから出力される高域合成信号ＹＶｈｋとを合
成することにより、合成明度信号（Ｖ＋ＹＶｈｋ）を生成するようにしたので、高域輝度
信号および高域明度信号のそれぞれの領域で同時に鮮鋭度を改善させることが可能となる
。
【００７９】
　更に、高域合成信号ＹＶｈｋにおいて、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋ１とゲイン
制御後の高域明度信号Ｖｈｋ２との間で、所定の重み付けがなされるようにしたので、画
像の特徴応じて重み付け量を変化させることにより、それぞれの画像に最適な鮮鋭度改善
を行うことが可能となる。
【００８０】
（変形例３）
　図１６は、変形例３に係る表示装置１Ｃのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｃは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｃを設けるようにしたものである。すなわち、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈ
ｋを、明度信号Ｖではなく、彩度信号Ｓに合成する場合に対応している。
【００８１】
　映像信号処理部２Ｃは、色空間変換部２１，２３，２７Ｃと、高域分離部２２と、ゲイ
ン制御量算出部２４と、ゲイン制御部２５と、合成部２６Ｃとを有している。すなわち、
映像信号処理部２において、合成部２６および色空間変換部２７の代わりに、合成部２６
Ｃおよび色空間変換部２７Ｃを設けている。
【００８２】
　合成部２６Ｃは、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの彩度信号Ｓと、
高域分離部２２から出力される高域輝度信号Ｙｈとに基づいて合成処理を行うことにより
、合成彩度信号を生成するものである。具体的には、ここでは、彩度信号Ｓと、ゲイン制
御部２５から出力されるゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合成することにより、合
成彩度信号（Ｓ＋Ｙｈｋ）を生成している。



(18) JP 5370761 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

【００８３】
　色空間変換部２７Ｃは、色空間変換部２３から出力される明度信号Ｖおよび色相信号Ｈ
と、合成部２６Ｃから出力される合成彩度信号（Ｓ＋Ｙｈｋ）とから構成される映像信号
（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うものである。これにより、ＲＧＢ色空間により
規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成されるようになっている。
この色空間変換部２７Ｃは、色空間変換部２３の逆特性を有するマトリクス回路等により
構成される。なお、この色空間変換部２７Ｃは、本発明における「第２の色空間変換部」
の一具体例に対応する。
【００８４】
　本変形例の映像信号処理部２Ｃでは、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づく彩度信号Ｓに対して
、そのＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを合成することに
より、画像の鮮鋭度の改善処理がなされる。これにより、上記実施の形態と同様の作用に
より、上記比較例１における問題が生じないようになる。すなわち、ＲＧＢ信号ＲＧＢou
tにおいて、鮮鋭度の改善部分（高域成分の領域）での彩度の低下や、ＲＧＢ信号ＲＧＢi
nにおける色相または彩度の大きさに応じた鮮鋭度の改善効果の減少等が、回避される。
また、上記実施の形態および変形例１，２では、明度信号Ｖに対してゲイン制御後の高域
輝度信号Ｙｈｋを合成することにより、画像の明暗を強調させる鮮鋭度改善処理を行って
いたのに対し、本変形例では、色の濃さを強調させる鮮鋭度改善処理を行うことが可能と
なる。
【００８５】
　ここで、図１７および図１８は、映像信号処理部２Ｃにおける映像信号処理の際の各信
号のタイミング波形例を表すものであり、ＲＧＢ信号ＲＧＢinにおける彩度Ｓ＝５０％の
場合の例をそれぞれ示している。これらの図において、（Ａ）はＲ信号Ｒinを、（Ｂ）は
Ｇ信号Ｇinを、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は色相信号Ｈを、（Ｅ）は彩度信号Ｓを、
（Ｆ）は明度信号Ｖを、（Ｇ）は輝度信号Ｙを、（Ｈ）は高域輝度信号Ｙｈを、（Ｉ）は
ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを示している。また、（Ｊ）は色相信号Ｈ（（Ｄ）に
示したものと同じ）を、（Ｋ）は合成彩度信号（Ｓ＋Ｙｈｋ）を、（Ｌ）は明度信号Ｖ（
（Ｆ）に示したものと同じ）を、（Ｍ）～（Ｏ）は、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutのうち、Ｒ信
号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutを示している。なお、ここでは、高域分離部２２と
して、図２に示した水平３タップのハイパスフィルタ回路を用いていると共に、ゲイン制
御部２５におけるゲイン制御量ｋ＝２としている。
【００８６】
　まず、図１７に示した例では、上記実施の形態と同様に、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，
Ｂ信号Ｂoutにおいてそれぞれ、元のＲＧＢ信号ＲＧＢinと比べて鮮鋭度が改善されてい
る（同図（Ｍ）～（Ｏ））。具体的には、同図（Ｊ）～（Ｌ）から分かるように、色相信
号Ｈおよび明度信号Ｖは変化せずに、彩度信号Ｓに対してゲイン制御後の高域輝度信号Ｙ
ｈｋが合成されているため、エッジ部分の彩度が向上し、エッジ部分の色の鮮鋭度が向上
している。なお、同図（Ｋ）中の破線および矢印は、負（－）極性の信号値を０に設定し
ていることを示している。
【００８７】
　一方、図１８に示した例では、まず、（Ａ）～（Ｃ）に示したＲ信号Ｒin，Ｇ信号Ｇin
，Ｂ信号Ｂinにおいてそれぞれ、図１７（Ａ）～（Ｃ）の場合と比べ、信号値に対する５
０％のオフセットがかけられており、半分の信号値となっている。なお、図１８中の破線
は、信号値＝０の電位を示している。このような場合であっても、基本的には図１７に示
した例と同様に、色相信号Ｈおよび明度信号Ｖは変化せずに、彩度信号Ｓに対してゲイン
制御後の高域輝度信号Ｙｈｋが合成されているため、エッジ部分の彩度が向上し、エッジ
部分の色の鮮鋭度が向上している。
【００８８】
　ただし、この図１８に示した例では、同図（Ｈ）に示したように、ゲイン制御部２５に
よるゲイン制御の際に、信号値の極性（正（＋）極性，負（－）極性）ごとに、ゲイン制
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御の方向および大きさが個別に制御されている。これにより、信号値の極性に応じたより
精密な（きめ細やかな）ゲイン制御を行うことができ、エッジ部分の色の鮮鋭度をより適
切に向上させることが可能となっている。
【００８９】
　次に、図１９～図２１を参照して、本変形例の映像信号処理部２Ｃにおける映像信号処
理動作を、比較例（比較例２）に係る従来の映像信号処理部２０２における映像信号処理
動作と比較して説明する。
【００９０】
　図１９は、比較例２に係る映像信号処理部２０２のブロック構成を表すものである。こ
の映像信号処理部２０２は、前述した色空間変換部１０３と、２つのクロマシャープネス
処理部２０３，２０４と、色空間変換部２０７とを有している。
【００９１】
　クロマシャープネス処理部２０３は、色空間変換部１０３から出力される色差信号Ｃｒ
に対してクロマシャープネス処理を行うことにより、そのような処理後の色差信号Ｃｒ１
０１を生成するものである。具体的には、後述する図２０において説明するように、色差
信号Ｃｒと、この色差信号Ｃｒの高域成分から得られるシャープネス補正信号Ｃｒ１００
とを合成することにより、色差信号Ｃｒ１０１を生成している。
【００９２】
　クロマシャープネス処理部２０４も同様に、色空間変換部１０３から出力される色差信
号Ｃｂに対してクロマシャープネス処理を行うことにより、そのような処理後の色差信号
Ｃｂ１０１を生成するものである。具体的には、後述する図２０において説明するように
、色差信号Ｃｂと、この色差信号Ｃｂの高域成分から得られるシャープネス補正信号Ｃｂ
１００とを合成することにより、色差信号Ｃｂ１０１を生成している。
【００９３】
　色空間変換部２０７は、色空間変換部１０３から出力される輝度信号Ｙと、クロマシャ
ープネス処理部２０３から出力される色差信号Ｃｒ１０１と、クロマシャープネス処理部
２０４から出力される色差信号Ｃｂ１０１とから構成される映像信号（ＹＣｂＣｒ信号）
に対し、色空間変換を行うものである。これにより、ＲＧＢ色空間により規定される出力
映像信号である、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutが生成されるようになっている。この色空間変換
部２０７は、色空間変換部１０３の逆特性を有するマトリクス回路等により構成される。
【００９４】
　ここで、図２０は、この比較例２に係る映像信号処理部２０２における映像信号処理の
際の各信号のタイミング波形例を表すものである。この図において、（Ａ）はＲ信号Ｒin
を、（Ｂ）はＧ信号Ｇinを、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は輝度信号Ｙを、（Ｅ）は色
差信号Ｃｒを、（Ｆ）は色差信号Ｃｂを、（Ｇ）は色差信号（シャープネス補正信号）Ｃ
ｒ１００を、（Ｈ）は色差信号（シャープネス補正信号）Ｃｂ１００を示している。また
、（Ｉ）は色差信号Ｃｒ１０１を、（Ｊ）は色差信号Ｃｂ１０１を、（Ｋ）～（Ｍ）は、
ＲＧＢ信号ＲＧＢoutのうち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutを示している。な
お、（Ａ）～（Ｃ）に示したＲ信号Ｒin，Ｇ信号Ｇin，Ｂ信号Ｂinでは、波形の左部分の
彩度＝０％，中央部分の彩度＝５０％，右部分の彩度＝７５％となっていると共に、信号
の正極側および負極側にそれぞれ、パルス状の高周波成分が重畳されている。
【００９５】
　また、図２１は、本変形例の映像信号処理部２Ｃにおける映像信号処理の際の各信号の
タイミング波形例を表すものである。この図において、（Ａ）～（Ｏ）に示した各信号は
、前述した図１７，図１８（Ａ）～（Ｏ）の各信号と同一となっている。また、図２０の
場合と同様に、（Ａ）～（Ｃ）に示したＲ信号Ｒin，Ｇ信号Ｇin，Ｂ信号Ｂinでは、波形
の左部分の彩度＝０％，中央部分の彩度＝５０％，右部分の彩度＝７５％となっていると
共に、信号の正極側および負極側にそれぞれ、パルス状の高周波成分が重畳されている。
【００９６】
　まず、図２０に示した比較例２では、同図（Ｋ）～（Ｍ）に示したＲ信号Ｒout，Ｇ信
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号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutにおいて、色の高域部分の鮮鋭度が改善されているものの、高域成
分の輝度の変化に応じて彩度および色相の変化も生じており、副作用が多くなっている。
【００９７】
　これに対し、図２１に示した本変形例では、彩度成分の補正と明度成分の補正とでは、
独立して補正量（ゲイン制御量）を決定することできると共に、相互の影響が生じない。
具体的には、ここではまず、波形の左側部分（Ｓ＝０％の部分）では、元々無彩色であり
彩度を上げる必要はないことから、（Ｉ）に示した彩度の補正信号（ゲイン制御後の高域
輝度信号Ｙｈｋ）の値は０％となっている。また、波形の中央部分（Ｓ＝５０％の部分）
では、少し彩度を上げるため、（Ｉ）に示した彩度の補正信号の値は２５％となっており
、この部分の彩度が５０％から７５％に改善している。また、波形の右側部分（Ｓ＝７５
％の部分）でも、彩度を上げるため、（Ｉ）に示した彩度の補正信号の値が２５％となっ
ており、この部分の彩度が７５％から１００％に改善している。このようにして、本変形
例では、比較例２のクロマシャープネス処理と比べ、色の鮮鋭感の改善効果が大きく、ま
た上記したような副作用も生じない。
【００９８】
　また、本変形例では、図２１に示したような周波数帯域がフラットなＲＧＢ信号ＲＧＢ
inとは異なり、例えばＲＧＢ信号ＲＧＢinの色領域において帯域制限がなされている場合
には、以下のようになる。具体的には、入力映像信号であるＲＧＢ信号ＲＧＢinを映像信
号処理部２Ｃへ伝送する過程において、このＲＧＢ信号ＲＧＢinの基となるＹＣｂＣｒ信
号のうち、色差信号Ｃｂ，Ｃｒに対して周波数の帯域制限を行った場合に対応している。
【００９９】
　図２２は、本変形例において、このような周波数の帯域制限がなされている場合におけ
る映像信号処理の際の各信号のタイミング波形例を表すものである。この図において、（
Ａ）～（Ｃ）は、大元となるＲ信号Ｒ０，Ｇ信号Ｇ０，Ｂ信号Ｂ０を、（Ｄ）～（Ｆ）は
これらのＲＧＢ信号から色変換により得られた輝度信号Ｙ０，色差信号Ｃｒ０，色差信号
Ｃｂ０を示している。また、（Ｇ），（Ｈ）は色差信号Ｃｒ０、Ｃｂ０に対して帯域制限
を行った後の色差信号Ｃｒ１，Ｃｂ１を示しており、輝度信号Ｙ０およびこれらの色差信
号Ｃｒ１，Ｃｂ１に対する色変換によりＲＧＢ信号ＲＧＢinが得られるようになっている
。また、（Ｉ）～（Ｗ）に示した各信号は、前述した図２１（Ａ）～（Ｏ）の各信号と同
一となっている。
【０１００】
　この図２２に示した例では、同図（Ｇ）に示したように、伝送過程において帯域制限が
なされることにより、色信号（ここでは色差信号Ｃｒ１）において、低中域信号成分に対
して高域信号成分が少なくなり、彩度が低下している。この場合に、（Ｑ）に示した彩度
の補正信号（ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋ）において、そのような帯域制限による
彩度低下を考慮した補正量（ゲイン制御量）が設定されることにより、帯域制限による彩
度低下を改善もしくは回避することが可能となっている。
【０１０１】
　以上のように本変形例では、映像信号処理部２Ｃにおいて、ＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づ
く彩度信号Ｓに対し、そのＲＧＢ信号ＲＧＢinに基づくゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈ
ｋを合成することにより、画像の色の鮮鋭度の改善処理を行うようにしたので、上記実施
の形態と同様の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を従
来と比べてより適切に改善することが可能となる。
【０１０２】
　また、高域輝度信号Ｙｈに対するゲイン制御を行うゲイン制御部２５を設けると共に、
合成部２６Ｃにおいて、彩度信号Ｓとゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋとを合成するこ
とにより合成彩度信号（Ｓ＋Ｙｈｋ）を生成するようにしたので、任意の色相，彩度，明
度の領域において、任意の部分の色先鋭度改善処理を行うことが可能となる。
【０１０３】
（変形例４）



(21) JP 5370761 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

　図２３は、変形例４に係る表示装置１Ｄのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｄは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｄを設けるようにしたものである。すなわち、上記実施の形態の手法と上記変形
例３の手法とを組み合わせたものに対応しており、ゲイン制御後の高域輝度信号Ｙｈｋを
、明度信号Ｖだけなく彩度信号Ｓにも合成する場合に対応している。
【０１０４】
　映像信号処理部２Ｄは、色空間変換部２１，２３，２７Ｄと、高域分離部２２と、ゲイ
ン制御量算出部２４と、ゲイン制御部２５と、合成部２６Ｃとを有している。すなわち、
変形例３の映像信号処理部２Ｃにおいて、色空間変換部２７Ｃの代わりに色空間変換部２
７Ｄを設けている。
【０１０５】
　色空間変換部２７Ｄは、色空間変換部２３から出力される色相信号Ｈと、合成部２６か
ら出力される合成明度信号（Ｖ＋Ｙｈｋ）と、合成部２６Ｃから出力される合成彩度信号
（Ｓ＋Ｙｈｋ）とから構成される映像信号（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うもの
である。これにより、ＲＧＢ色空間により規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号Ｒ
ＧＢoutが生成されるようになっている。この色空間変換部２７Ｄは、色空間変換部２３
の逆特性を有するマトリクス回路等により構成される。なお、この色空間変換部２７Ｄは
、本発明における「第２の色空間変換部」の一具体例に対応する。
【０１０６】
　このような構成により本変形例においても、上記実施の形態および上記変形例３と同様
の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を従来と比べてよ
り適切に改善することが可能となる。また、画像の明暗を強調させる鮮鋭度改善処理と、
色の濃さを強調させる鮮鋭度改善処理との双方を行うことが可能となる。
【０１０７】
（変形例５）
　図２４は、変形例５に係る表示装置１Ｅのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｅは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｅを設けるようにしたものである。すなわち、これまで説明した実施の形態およ
び変形例１～４では、入力映像信号であるＲＧＢ信号ＲＧＢinに対して色変換を行うこと
により間接的に得られる輝度信号Ｙにおける高域周波数成分を分離することにより、高域
輝度信号Ｙｈを生成していた。これに対し、本変形例では、入力映像信号であるＹＣｂＣ
ｒ信号ＹＣｂＣｒinから直接得られる輝度信号Ｙinにおける高域周波数成分を分離するこ
とにより、高域輝度信号Ｙｈを生成するようになっている。
【０１０８】
　映像信号処理部２Ｅは、色空間変換部２０，２３，２７と、高域分離部２２と、ゲイン
制御量算出部２４と、ゲイン制御部２５と、合成部２６とを有している。すなわち、映像
信号処理部２において、色空間変換部２１の代わりに色空間変換部２０を設けている。
【０１０９】
　色空間変換部２０は、外部から入力されるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinに対して色空間
変換を行うことにより、ＲＧＢ信号ＲＧＢinを生成し、色空間変換部２３へ出力するもの
である。なお、この入力されるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinのうちの輝度信号Ｙinは、高
域分離部２２へも供給されるようになっている。すなわち、本変形例の高域分離部２２で
は、入力映像信号であるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinにおける輝度信号Ｙinを用いて、高
域輝度信号Ｙｈを生成している。なお、ここでは、この色空間変換部２０および色空間変
換部２３が、本発明における「第１の色空間変換部」の一具体例に対応している。
【０１１０】
　このようにして、本変形例のように、入力映像信号であるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒin
から直接得られる輝度信号Ｙinにおける高域周波数成分を分離することによって、高域輝
度信号Ｙｈを生成する場合であっても、上記実施の形態と同様の作用により同様の効果を
得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を従来と比べてより適切に改善することが可
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能となる。
【０１１１】
（変形例６）
　図２５は、変形例６に係る表示装置１Ｆのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｆは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｆを設けるようにしたものである。すなわち、輝度信号Ｙから分離して得られる
ストラクチャー成分信号（画像の輪郭を構成する成分の信号）およびテクスチャー成分信
号（画像の細部を構成する成分の信号）をそれぞれ、高域輝度信号として用いるようにし
たものに対応している。なお、信号上では、ストラクチャー成分は、エッジを含む平均振
幅成分（信号全体における振幅変動の傾向を表す成分）に相当し、テクスチャー成分は、
それ以外の比較的高い周波数で小振幅である成分に相当する。
【０１１２】
　映像信号処理部２Ｆは、色空間変換部２１，２３，２７Ｆと、高域分離部２２Ｆと、ゲ
イン制御量算出部２４と、ゲイン制御部２５Ｆと、２つの合成部２６Ｆ１，２６Ｆ２とを
有している。すなわち、変形例４の映像信号処理部２Ｄにおいて、高域分離部２２、ゲイ
ン制御部２５、合成部２６，２６Ｃおよび色空間変換部２７Ｄの代わりに、高域分離部２
２Ｆ、ゲイン制御部２５Ｆ、合成部２６Ｆ１，２６Ｆ２および色空間変換部２７Ｆを設け
ている。
【０１１３】
　高域分離部２２Ｆは、色空間変換部２１から出力される輝度信号Ｙから、その高域成分
であるストラクチャー成分信号ＳＴＲ２およびテクスチャー成分信号ＴＥＸ２をそれぞれ
分離して出力するものである。この高域分離部２２Ｆは、Ｓ／Ｔ分離部２２Ｆ１と、スト
ラクチャー補正部２２Ｆ２と、テクスチャー増幅部２２Ｆ３とを有している。
【０１１４】
　Ｓ／Ｔ分離部２２Ｆ１は、例えば図２６（Ａ）～（Ｃ）に示したようにして、輝度信号
Ｙから、その高域成分であるストラクチャー成分信号ＳＴＲ１およびテクスチャー成分信
号ＴＥＸ１をそれぞれ分離して出力するものである。ストラクチャー補正部２２Ｆ２は、
例えば図２６（Ｄ）に示したように、ストラクチャー成分信号ＳＴＲ１に対して、低域側
（黒側）が持ち上がると共に高域側（白側）が抑えられるように振幅の補正を行い、スト
ラクチャー成分信号ＳＴＲ２を生成するものである。ただし、補正方法はこれには限られ
ず、他の手法を用いてもよい。一方、テクスチャー増幅部２２Ｆ３は、例えば図２６（Ｅ
）に示したように、テクスチャー成分信号ＴＥＸ１に対して信号の増幅を行うことにより
、テクスチャー成分信号ＴＥＸ２を生成するものである。なお、この高域分離部２２Ｆは
、本発明における「第１の高域分離部」の一具体例に対応する。
【０１１５】
　ゲイン制御部２５Ｆは、高域分離部２２Ｆから出力されるストラクチャー成分信号ＳＴ
Ｒ２およびテクスチャー成分信号ＴＥＸ２に対してゲイン制御を行うことにより、ゲイン
制御後の高域輝度信号に対応する補正量ｄＶ，ｄＳをそれぞれ出力するものである。この
ゲイン制御部２５Ｆは、例えば図２７に示したように、Ｖ用ストラクチャー補正部２５Ｆ
１と、Ｓ用ストラクチャー補正部２５Ｆ２と、Ｖ用テクスチャー補正部２５Ｆ３と、Ｓ用
テクスチャー補正部２５Ｆ４と、２つの補正量合成部２５Ｆ５，２５Ｆ６とを有している
。
【０１１６】
　Ｖ用ストラクチャー補正部２５Ｆ１は、ストラクチャー成分信号ＳＴＲ２に対し、ゲイ
ン制御量ｋの１つである補正係数ｋ＿ＳＴＲ＿Ｖを用いて補正を行う（ゲイン制御を行う
）ことにより、明度信号Ｖに対するストラクチャー成分からの補正量ＳＴＲ＿Ｖを生成す
るものである。Ｓ用ストラクチャー補正部２５Ｆ２は、ストラクチャー成分信号ＳＴＲ２
に対し、ゲイン制御量ｋの１つである補正係数ｋ＿ＳＴＲ＿Ｓを用いて補正を行う（ゲイ
ン制御を行う）ことにより、彩度信号Ｓに対するストラクチャー成分からの補正量ＳＴＲ
＿Ｓを生成するものである。
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【０１１７】
　Ｖ用テクスチャー補正部２５Ｆ３は、テクスチャー成分信号ＴＥＸ２に対し、ゲイン制
御量ｋの１つである補正係数ｋ＿ＴＥＸ＿Ｖを用いて補正を行う（ゲイン制御を行う）こ
とにより、明度信号Ｖに対するテクスチャー成分からの補正量ＴＥＸ＿Ｖを生成するもの
である。Ｓ用テクスチャー補正部２５Ｆ４は、テクスチャー成分信号ＴＥＸ２に対し、ゲ
イン制御量ｋの１つである補正係数ｋ＿ＴＥＸ＿Ｓを用いて補正を行う（ゲイン制御を行
う）ことにより、彩度信号Ｓに対するテクスチャー成分からの補正量ＴＥＸ＿Ｓを生成す
るものである。
【０１１８】
　補正量合成部２５Ｆ５は、Ｖ用ストラクチャー補正部２５Ｆ１から出力される補正量Ｓ
ＴＲ＿Ｖと、Ｖ用テクスチャー補正部２５Ｆ３から出力される補正量ＴＥＸ＿Ｖとを合成
することにより、明度信号Ｖに対する補正量ｄＶを生成するものである。補正量合成部２
５Ｆ６は、Ｓ用ストラクチャー補正部２５Ｆ２から出力される補正量ＳＴＲ＿Ｓと、Ｓ用
テクスチャー補正部２５Ｆ４から出力される補正量ＴＥＸ＿Ｓとを合成することにより、
彩度信号Ｓに対する補正量ｄＳを生成するものである。
【０１１９】
　合成部２６Ｆ１は、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの明度信号Ｖと
、高域分離部２２Ｆから出力されるストラクチャー成分信号ＳＴＲ２およびテクスチャー
成分信号ＴＥＸ２（高域輝度信号）とに基づいて合成処理を行うことにより、合成明度信
号を生成するものである。具体的には、ここでは、明度信号Ｖと、ゲイン制御部２５Ｆか
ら出力される補正量ｄＶ（ゲイン制御後の高域輝度信号）とを合成することにより、合成
明度信号（Ｖ＋ｄＶ）を生成している。
【０１２０】
　合成部２６Ｆ２は、色空間変換部２３から出力されるＨＳＶ信号のうちの彩度信号Ｓと
、高域分離部２２Ｆから出力されるストラクチャー成分信号ＳＴＲ２およびテクスチャー
成分信号ＴＥＸ２（高域輝度信号）とに基づいて合成処理を行うことにより、合成彩度信
号を生成するものである。具体的には、ここでは、彩度信号Ｓと、ゲイン制御部２５Ｆか
ら出力される補正量ｄＳ（ゲイン制御後の高域輝度信号）とを合成することにより、合成
彩度信号（Ｓ＋ｄＳ）を生成している。
【０１２１】
　色空間変換部２７Ｆは、色空間変換部２３から出力される色相信号Ｈと、合成部２６Ｆ
１から出力される合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）と、合成部２６Ｆ２から出力される合成彩度
信号（Ｓ＋ｄＳ）とから構成される映像信号（ＨＳＶ信号）に対し、色空間変換を行うも
のである。これにより、ＲＧＢ色空間により規定される出力映像信号である、ＲＧＢ信号
ＲＧＢoutが生成されるようになっている。この色空間変換部２７Ｆは、色空間変換部２
３の逆特性を有するマトリクス回路等により構成される。なお、この色空間変換部２７Ｆ
は、本発明における「第２の色空間変換部」の一具体例に対応する。
【０１２２】
　ここで、図２８は、映像信号処理部２Ｆにおける映像信号処理の際の各信号のタイミン
グ波形例を表すものである。この図において、（Ａ）はＲ信号Ｒinを、（Ｂ）はＧ信号Ｇ
inを、（Ｃ）はＢ信号Ｂinを、（Ｄ）は色相信号Ｈを、（Ｅ）は彩度信号Ｓを、（Ｆ）は
明度信号Ｖを示している。また、（Ｇ）はテクスチャー成分信号ＴＥＸ１を、（Ｈ）はス
トラクチャー成分信号ＳＴＲ１を、（Ｉ）はテクスチャー成分信号ＴＥＸ２を、（Ｊ）は
ストラクチャー成分信号ＳＴＲ２を、（Ｋ）は補正量ｄＶを示している。また、（Ｌ）は
色相信号Ｈ（（Ｄ）に示したものと同じ）を、（Ｍ）は彩度信号Ｓ（（Ｅ）に示したもの
と同じ）を、（Ｎ）は合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）を、（Ｏ）～（Ｑ）は、ＲＧＢ信号ＲＧ
Ｂoutのうち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutを示している。なお、ここでは、
ＲＧＢ信号ＲＧＢinが、赤色１００％のウィンドウ信号において、幅の狭い縦方向の線が
入っている画像を表している。また、ここでは、合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）および合成彩
度信号（Ｓ＋ｄＳ）の双方ではなく、合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）のみを生成している場合
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の例に対応している。
【０１２３】
　この図２８に示した例では、（Ｏ）～（Ｑ）に示したＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、
（Ａ）～（Ｃ）に示したＲＧＢ信号ＲＧＢinに対し、鮮鋭感・コントラスト感が増えてい
るが彩度の低下はなく、赤１００％の信号となっている。
【０１２４】
　このようにして、本変形例のように、輝度信号Ｙから分離して得られるストラクチャー
成分信号およびテクスチャー成分信号をそれぞれ高域輝度信号として用いる場合であって
も、上記実施の形態と同様の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像
の鮮鋭度を従来と比べてより適切に改善することが可能となる。
【０１２５】
（変形例７）
　図２９は、変形例７に係る表示装置１Ｇのブロック構成を表すものである。この表示装
置１Ｇは、上記実施の形態の表示装置１において、映像信号処理部２の代わりに映像信号
処理部２Ｇを設けるようにしたものである。すなわち、上記変形例５，６の手法を組み合
わせたものに対応しており、入力映像信号であるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinから直接得
られる輝度信号Ｙinに基づいて、高域輝度信号に対応するストラクチャー成分信号ＳＴＲ
２およびテクスチャー成分信号ＴＥＸ２を生成するようになっている。
【０１２６】
　映像信号処理部２Ｇは、色空間変換部２０Ｇ，２３，２７Ｆと、高域分離部２２Ｇと、
ゲイン制御量算出部２４と、ゲイン制御部２５Ｆと、２つの合成部２６Ｆ１，２６Ｆ２と
を有している。すなわち、変形例６の映像信号処理部２Ｆにおいて、色空間変換部２１お
よび高域分離部２２Ｆの代わりに、色空間変換部２０Ｇおよび高域分離部２２Ｇを設けて
いる。
【０１２７】
　高域分離部２２Ｇは、ＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinのうちの輝度信号Ｙinから、その高
域成分であるストラクチャー成分信号ＳＴＲ２およびテクスチャー成分信号ＴＥＸ２をそ
れぞれ分離して出力するものである。この高域分離部２２Ｇは、前述したＳ／Ｔ分離部２
２Ｆ１およびテクスチャー増幅部２２Ｆ３と、ストラクチャーＨ／Ｌ分離部２２Ｇ１と、
ストラクチャー補正部２２Ｇ２とを有している。なお、この高域分離部２２Ｇは、本発明
における「第１の高域分離部」の一具体例に対応する。
【０１２８】
　ストラクチャーＨ／Ｌ分離部２２Ｇ１は、Ｓ／Ｔ分離部２２Ｆ１から出力されるストラ
クチャー成分信号ＳＴＲ１を更に、ストラクチャー高域成分信号ＳＴＲ１Ｈとストラクチ
ャー低域成分信号ＳＴＲ１Ｌとに分離して出力するものである。
【０１２９】
　ストラクチャー補正部２２Ｇ２は、ストラクチャーＨ／Ｌ分離部２２Ｇ１から出力され
るストラクチャー高域成分信号ＳＴＲ１Ｈに対して、前述したストラクチャー補正部２２
Ｆ２と同様の補正を行い、ストラクチャー成分信号ＳＴＲ２を生成するものである。
【０１３０】
　色空間変換部２０Ｇは、ＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinのうちの色差信号Ｃｂin，Ｃｒin
と、ストラクチャーＨ／Ｌ分離部２２Ｇ１から出力されるストラクチャー低域成分信号Ｓ
ＴＲ１Ｌ（輝度信号Ｙに対応）とからなる映像信号に対して色空間変換を行うものである
。これにより、ＲＧＢ信号ＲＧＢinが生成され、色空間変換部２３へ出力されるようにな
っている。なお、ここでは、この色空間変換部２０Ｇおよび色空間変換部２３が、本発明
における「第１の色空間変換部」の一具体例に対応している。
【０１３１】
　ここで、図３０は、映像信号処理部２Ｇにおける映像信号処理の際の各信号のタイミン
グ波形例を表すものである。この図において、（Ａ）は輝度信号Ｙinを、（Ｂ）は色差信
号Ｃｒinを、（Ｃ）は色差信号Ｃｂinを示している。また、（Ｄ）はテクスチャー成分信
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号ＴＥＸ１を、（Ｅ）はストラクチャー成分信号ＳＴＲ１を、（Ｆ）はテクスチャー成分
信号ＴＥＸ２を、（Ｇ）はストラクチャー高域成分信号ＳＴＲ１Ｈを、（Ｈ）はストラク
チャー低域成分信号ＳＴＲ１Ｌを、（Ｉ）はストラクチャー成分信号ＳＴＲ２を、（Ｊ）
は補正量ｄＶを示している。また、（Ｋ）はＲ信号Ｒinを、（Ｌ）はＧ信号Ｇinを、（Ｍ
）はＢ信号Ｂinを、（Ｎ）は色相信号Ｈを、（Ｏ）は彩度信号Ｓを、（Ｐ）は明度信号Ｖ
を示している。また、（Ｑ）は色相信号Ｈ（（Ｎ）に示したものと同じ）を、（Ｒ）は彩
度信号Ｓ（（Ｏ）に示したものと同じ）を、（Ｓ）は合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）を、（Ｔ
）～（Ｖ）は、ＲＧＢ信号ＲＧＢoutのうち、Ｒ信号Ｒout，Ｇ信号Ｇout，Ｂ信号Ｂoutを
示している。なお、ここでも、ＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒinは、赤色１００％のウィンド
ウ信号において、幅の狭い縦方向の線が入っている画像を表している。また、ここでも、
合成明度信号（Ｖ＋ｄＶ）および合成彩度信号（Ｓ＋ｄＳ）の双方ではなく、合成明度信
号（Ｖ＋ｄＶ）のみを生成している場合の例に対応している。
【０１３２】
　この図３０に示した例においても、前述した変形例６における図２８の例と同様に、（
Ｔ）～（Ｖ）に示したＲＧＢ信号ＲＧＢoutにおいて、（Ａ）～（Ｃ）に示したＹＣｂＣ
ｒ信号ＹＣｂＣｒinに対し、鮮鋭感・コントラスト感が増えているが彩度の低下はなく、
赤１００％の信号となっている。
【０１３３】
　このようにして、本変形例のように、入力映像信号であるＹＣｂＣｒ信号ＹＣｂＣｒin
から直接得られる輝度信号Ｙinに基づいて、高域輝度信号に対応するストラクチャー成分
信号ＳＴＲ２およびテクスチャー成分信号ＴＥＸ２を生成する場合であっても、上記変形
例５，６と同様の作用により同様の効果を得ることができる。すなわち、画像の鮮鋭度を
従来と比べてより適切に改善することが可能となる。
【０１３４】
（その他の変形例）
　以上、実施の形態および変形例をいくつか挙げて本発明を説明したが、本発明はこれら
の実施の形態等に限定されず、種々の変形が可能である。
【０１３５】
　例えば、上記実施の形態等では、ゲイン制御量算出部において、色相信号Ｈ、彩度信号
Ｓおよび明度信号Ｖに基づいてゲイン制御量を算出する場合について説明したが、この場
合には限られない。すなわち、ゲイン制御量算出部において、色相信号Ｈ、彩度信号Ｓお
よび明度信号Ｖのうちの少なくとも１つに基づいて、ゲイン制御量を算出するようにして
もよい。
【０１３６】
　また、上記実施の形態等では、映像信号処理部内にゲイン制御量算出部およびゲイン制
御部を設ける場合について説明したが、場合によっては、映像信号処理部内に、これらゲ
イン制御量算出部およびゲイン制御部を設けなくてもよい。すなわち、例えば、ゲイン制
御量を固定値としたり、ユーザーの操作に応じて制御するようにしてもよい。
【０１３７】
　更に、上記実施の形態等で説明した映像信号処理の手法をそれぞれ、任意に組み合わせ
て用いるようにしてもよい。
【０１３８】
　加えて、本発明の映像信号処理装置は、上記実施の形態等で説明したような表示装置に
は限られず、表示装置以外の他の装置（例えば、映像信号記録装置や映像信号記録再生装
置等）にも適用することが可能である。
【符号の説明】
【０１３９】
　１，１Ａ～１Ｇ…表示装置、２，２Ａ～２Ｇ…映像信号処理部、２０，２０Ｇ，２１…
色空間変換部、２２，２２Ａ，２２Ｆ，２２Ｇ…高域分離部、２２Ｆ１…Ｓ／Ｔ分離部、
２２Ｆ２，２２Ｇ２…ストラクチャー補正部、２２Ｆ３…テクスチャー増幅部、２２Ｇ１
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…ストラクチャーＨ／Ｌ分離部、２３…色空間変換部、２４，２４Ｂ…ゲイン制御量算出
部、２５，２５Ａ，２５Ｂ，２５Ｆ…ゲイン制御部、２５Ｆ１…Ｖ用ストラクチャー補正
部、２５Ｆ２…Ｓ用ストラクチャー補正部、２５Ｆ３…Ｖ用テクスチャー補正部、２５Ｆ
４…Ｓ用テクスチャー補正部、２５Ｆ５，２５Ｆ６…補正量合成部、２６，２６Ａ，２６
Ｂ，２６Ｃ，２７Ｄ，２６Ｆ１，２６Ｆ２…合成部、２７，２７Ａ，２７Ｂ，２７Ｃ，２
７Ｆ…色空間変換部、３…表示部、ＲＧＢin，ＲＧＢout…ＲＧＢ信号、Ｒ０，Ｒin，Ｒo
ut…Ｒ信号、Ｇ０，Ｇin，Ｇout…Ｇ信号、Ｂ０，Ｂin，Ｂout…Ｂ信号、Ｈ…色相信号、
Ｓ…彩度信号、Ｖ…明度信号、ＹＣｂＣｒin…ＹＣｂＣｒ信号、Ｙ０，Ｙ…輝度信号、Ｃ
ｒ０，Ｃｒ１，Ｃｒin，Ｃｂ０，Ｃｂ１，Ｃｂin…色差信号、Ｙｈ，Ｙｈｋ…高域輝度信
号、ＳＴＲ＿Ｖ，ＴＥＸ＿Ｖ，ＳＴＲ＿Ｓ，ＴＥＸ＿Ｓ…補正量、ｄＶ，ｄＳ…補正量（
ゲイン制御後の高域輝度信号）、Ｖｈ，Ｖｈｋ…高域明度信号、ｋ，ｋ１，ｋ２…ゲイン
制御量、ｋ＿ＳＴＲ＿Ｖ，ｋ＿ＳＴＲ＿Ｓ，ｋ＿ＴＥＸ＿Ｖ，ｋ＿ＴＥＸ＿Ｓ…補正係数
（ゲイン制御量）、ＹＶｈｋ…高域合成信号、（Ｖ＋Ｙｈｋ），（Ｖ＋Ｖｈｋ），（Ｖ＋
ＹＶｈｋ）…合成明度信号、（Ｓ＋Ｙｈｋ）…合成彩度信号、ＳＴＲ１，ＳＴＲ２…スト
ラクチャー成分信号、ＳＴＲ１Ｈ…ストラクチャー高域成分信号、ＳＴＲ１Ｌ…ストラク
チャー低域成分信号、ＴＥＸ１，ＴＥＸ２…テクスチャー成分信号。

【図１】 【図２】

【図３】



(27) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】



(28) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(29) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】



(30) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】



(31) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図２２】 【図２３】

【図２４】 【図２５】



(32) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図２６】 【図２７】

【図２８】 【図２９】



(33) JP 5370761 B2 2013.12.18

【図３０】



(34) JP 5370761 B2 2013.12.18

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｓ          　　　　　

    審査官  大室　秀明

(56)参考文献  特開平０７－２７４１９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－１０３９１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３２０１００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－３４８３７７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｔ　１／００－１／４０
              　　　　　３／００－５／５０
              　　　　　９／００－９／４０
              Ｈ０４Ｎ　１／４０－１／４０９
              　　　　　１／４６－１／４８
              　　　　　１／５２
              　　　　　１／６０
              　　　　　９／０４－９／１１
              　　　　　９／４４－９／７８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

